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島内地区戸長役場の文書引き継ぎと残存状況

太　田　弥　保　

　松本市文書館は、松本市史編さん室の成果を受け継ぎ、市内の各支所・出張所にのこさ
れていた昭和の合併以前の旧村役場文書や、寄贈・寄託された地域資料等を公開している。
その中でも旧村役場文書は７万点を超える文書が所蔵されている。現在、文書館では年代・
文書名による文書検索ができる。しかし、各村役場で行われていた業務の中で、どのよう
な文書が引き継がれたのか、また、どの文書が残存しているのかは未解明である。本稿で
は、「島内村役場文書」を中心に、明治初年から明治20年代までの戸長役場における文書
の引き継ぎと、文書の残存状況を検討した。
　戸長役場では、県からの布達に従い、村の合併の際や村吏の交代の際に、引き継ぐ文書
が書かれた「事務受渡証」等の目録が作成された。しかし、戸長役場にあったすべての文
書が、記載の対象とならなかったため、残存している文書の中には、この目録に書かれて
いないものも多い。また、この目録に書かれた文書の中には、村吏を務めた個人が引き取っ
てしまった文書や、文書の整理過程で旧村役場文書と切り離して整理されてしまったもの
ある。
　今後、旧村役場文書の全体を把握するためには、残存している文書を戸長役場の業務の
中に位置付けながら分析を進めるとともに、地域資料とした文書も分析の対象とする必要
がある。また、文書館は利用者に対して、分析結果を提供していくことが求められる。

【要　旨】
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はじめに

　松本市文書館（以下、文書館とする）は、平成元年より開始された『松本市史』編さん事業
の成果を受け継ぎ、平成10年（1998）10月１日に開館した。編さん事業では、平成２年（1990）
から各支所・出張所にのこされていた昭和の合併以前の旧村役場文書の整理が行われている。
この整理過程では、年代順を基本とし、同じ年号の文書は、主題別に文書を分類し、番号を付
けている１）。現在、文書館ではこのとき付けた番号をもとに、年代・文書名による文書の検索
ができる。しかし、それぞれの村役場で行われていた業務の中で、どのような文書が引き継が
れたのか、また、どの文書が現在残存しているのかは未解明である。本稿では、明治22年（1889）
に市制・町村制が施行され、村役場の文書管理が安定する前の戸長役場で作成・管理された文
書の引き継ぎと残存状況について検討したい。
　戸長役場文書に関しては、丑木幸男氏が『戸長役場史料の研究』をまとめている２）。丑木氏
は戸長役場文書について、「戸長の職務に伴って作成・収受された史料であるので、そのため
戸長役場史料も多様である」とし、その残存状況についても、「評価選別を経て廃棄される史
料もあり、災害等による散逸史料もある」、「戸長役場自体が廃絶された組織であるので、作成
母体が保存していることはない。戸長を務めた個人の自宅の私文書・区有文書・町村役場文書
に分散して保存されている」としている。本稿では、丑木氏の指摘に従い、松本市島内地区の
文書を取り上げ、役場文書だけでなく、地域文書（市史編さんの過程で調査された個人所有の
文書）も含めて検証したい。

１．島内地区の役場の変遷と文書群

　近世において松本市島内地区は、小宮村・高松村・北中村・南中村・青島村・東方村（下村）・
北方村・町村・犬飼新田村・上平瀬村・下平瀬村の11か村に分かれていた。明治４年（1872）
４月に戸籍区が設置されると、この11か村はすべて一つの戸籍区に編成され、明治６年（1874）
３月の戸籍区の再編では、「第十大区一小区」となった。明治７年（1875）４月には、その区
域を一つの村としたいという願書が、11か村の副戸長より筑摩県へ提出されている３）。この願
書は受理され、10月には「島内村」が成立した。その後「島内村」は、戸長役場から村役場と
なり、昭和29年（1954）４月１日に松本市と合併するまで合併や分割なく存続した。
　島内村役場に関する文書群は、以下の３群である。
　①　島内村役場文書
　　�　前述のとおり、松本市史編さん室が支所・出張所にのこされていた非現用文書を整理し

た際に発見された明治以降の役場文書である。現在文書館では、「公文書」の「島内村役
場文書」として、松本市合併以前、昭和29年までの文書を公開している。

１）�小松芳郎『市史編纂から文書館へ』（岩田書院、2000年）。
２）�丑木幸男『戸長役場史料の研究』（岩田書院、2005年）。
３）�「明治７年４月　小宮村等筑摩県宛合併村願」（『松本市史』第四巻旧市町村編Ⅱ　101 ～ 104頁）。
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　②　島内地区近世文書
　　�　前述の支所・出張所での整理の際に、明治以降の文書とともに保管されていた江戸時代

以前の文書である４）。江戸時代以前に由来する文書全134点を、役場文書とは別に整理した。
文書館は、この文書群を「地域文書」の「島内地区近世文書」として保管している。文書
群の概要は大きく４つに分類できる。一つ目は検地帳などの土地に関する帳簿、二つ目は
入会地に関する証文、三つ目は正麟寺に関する書付、四つ目は明治以降の領収書等である。

　③　赤広亮一家文書
　　�　松本市史編さん室が、松本市島内の赤広家にのこされていた文書群を調査し、一部を写

真撮影したものである。全文書を撮影していないため、文書群の全体像は不明である。赤
広家は、明治初年に当主が副戸長を務めていた家で、明治期の文書を中心に、全24点を撮
影した。一部に、島内村作成の文書がみられる。文書館においては、「地域文書」の「赤
広亮一家文書」として写真資料を保管している。

　以上のことから、近世から明治22年までの島内村役場に関する文書の作成・管理状況は以下
のように分類できる。まず、近世において作成された文書は、多くが村役人宅に保管されてい
るが、一部役場に移されたものがある。次に、明治初年から明治７年までに11か村で作成され
た文書は個人宅か役場にある。明治５年から明治７年に戸籍区の戸長役場で作成された文書は、
役場で保管していたと考えられる。明治７年から明治22年に島内村で作成された文書は、村吏
を務めた個人宅と役場で保管されていた。

２．戸長役場内の引き継ぎと残存状況

（１）明治８年～明治12年の引き継ぎ
　戸長役場での文書の引き継ぎ状況を確認する前に、文書引き継ぎに関する筑摩県布達を整理
したい。筑摩県は、明治７年８月22日「第110号　村吏事務受渡規則」５）を出し、戸長役場が
引き継ぐべき文書を定めた。この布達で筑摩県は、41項目の文書をあげている。また、続く明
治８年６月５日「筑摩県布達」６）では、戸長役場での文書の取り扱いに関して、以下の通り
定めている。
� 大区長　
� 正副戸長　
　　�村々合併ノ節事務扱所へ旧村々ヨリ差出候帳簿目録、幷此以後戸長或ハ一村々吏総テ入換

候節受渡ノ諸帳簿目録ハ、其時々区長於テ詳記ノ上県庁へ可届出、且既ニ受渡済ノ分ニテ
帳簿目録不届分モ有之候條、六月十三日限リ可差出、此旨相達候事

　　　　�但、従前ハ村吏宅ニ検地帳其他土蔵等ニ入置厳重保存ノ道モ相立可有之処、将来ハ扱
所ニ差置候、事故盗火ノ難等甚無覚束、各扱所ニ於テ諸帳簿入堅牢ノ長持ヲ製シ、毎

４）�『松本市文書館史料目録　第３集』（松本市文書館、2001年）に「島内村近世文書」として目録が
掲載されている。

５）�丑木前掲書、160 ～ 165頁。
６）�明治８年「旧筑摩県布達留」（松本市文書館蔵県立長野図書館文書75）。
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日退散ノ節ハ必篤ト相仕舞、錠鍵等ハ村吏交番相預リ印封可致置此旨添テ相達候事
　　　　　　　　明治八年六月五日　　　　　　　筑摩県権令永山盛輝
　この布達により、村々が合併した際に新しい村の事務扱所へ引き継ぐべき文書や、戸長や村
吏全員が交代した際に受け渡す文書の内容は、区長を通じて県に提出されることとなった。ま
た、明治８年以前は、村吏宅に検地帳などの帳簿が保管されている場合があったが、これ以後
は各村の事務扱所にて厳重に保管することが定められた。
　次に、区長より報告された戸長役場文書の引き継ぎ状況を受けて、筑摩県は明治８年８月３
日「第33号筑摩県布達」７）を出している。
　　　第三十三号
� 大区長　
� 正副戸長　
　　�昨七年本県第百十号ヲ以及布達候村吏受渡事務章程ニ掲載有之候帳簿ノ中、往々其趣旨ヲ

誤認シ記入方其当ヲ得サル向モ有之哉ニ相聞候付、更ニ左之通簿名下ニ注解ヲ加ヘ候條照
合ノ上、記載可致此旨布達候事

　　　　�但、巻尾ニ記載スル十條ハ今般更ニ追加候條添ヲ相達候事
　　　　　　　　明治八年八月三日　　　　　　　　　　　　　　　筑摩県権令永山盛輝
　　�（後略）
　これには、先の布達に掲載された引き継ぐべき文書の内容を、村吏が誤認している場合があ
るとして、文書の内容が解説されている。また、新たに引き継ぐべき文書として10項目があげ
られている。
　このように筑摩県では、明治７年～明治８年の間に、数回にわたって布達を出し、戸長役場
の文書引き継ぎについて定めている。
　この時期の島内村における文書引き継ぎに関する文書は、２点ある。一つ目は、明治８年５
月「村吏交代引渡目録」８）である。この文書は、赤広亮一家文書にある。島内村旧戸長浜与
志次ほか副戸長18名から戸長小原恪治ほか副戸長５名へ宛てた引き継ぎ目録である。この引き
継ぎを受けた副戸長の中に、赤広がいる。これが島内村戸長役場内での文書引き継ぎについて
書かれた最初の文書である。二つ目は、明治８年６月「事務受渡証」９）である。この文書は、
島内村旧戸長浜与志次ほか副戸長18名と戸長小原恪治ほか副戸長５名が立ち合いのもと、役場
内の書類と什器・物品を引き継ぎ、それを第十大区区長轟伝へ報告したものである。この文書
は、島内村役場文書にある。
　二つの文書は、明治８年に村吏が交代する際、作成された引き継ぎ目録である。引き継ぎを
する村吏と、引き継ぎを受ける村吏は一致しており、同じ引き継ぎ事務の文書である。しかし、
二つの文書の間には、６月５日「筑摩県布達」が出されている。この引き継ぎは、布達にある「戸
長或ハ一村々吏総テ入換候節」に該当する。そのため、新たに第十大区区長轟伝への報告とし

７）�明治８年「旧筑摩県布達留」（松本市文書館蔵県立長野図書館文書71）。後略以降は、個々の文書
の内容に関する解説が書かれている。

８）�赤広亮一家文書36（『松本市史』第四巻旧市町村編Ⅱ収録）。
９）�島内村役場文書100。
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て二つ目の文書を作成し直したと考えられる。
　次に、筑摩県からの布達と、島内村戸長役場の引き継ぎ文書目録を比較したい（末尾掲載の
表１参照）。表を作成する際、比較をわかりやすくするため、12の内容分類を付けた。明治８
年５月「村吏交代引渡目録」に書かれている文書は、二つの布達にあげられているものとほぼ
一致する。島内村の独自の判断で書かれた文書は、「地籍取調帳」「物産取調書上帳扣」「戊辰
旧藩へ上達金取調帳」「開産社積穀帳」の４点である。布達と目録作成の年月日は前後してい
るが、県の意向を反映した引き継ぎ目録が作成されたことがわかる。
　明治８年６月「事務受渡証」には文書の年代が書かれている。それによると、明治３年が１
項目、明治４年が１項目、明治５年が４項目、明治６年が７項目、明治７年が18項目、明治８
年が50項目となっている。このことから、記載された文書の大半が明治７年以前にそれぞれの
村で作成された文書や、戸籍区の戸長役場で作成された文書ではなく、島内村が合併してから、
引き継ぎまでの間に作成された文書であることがわかる。また、この目録には県の布達にはな
い多くの文書が付け足されている。これは、区長へ文書を提出する際、事務を行うときに使用
されていた文書を再吟味し、実情に即した文書を書き上げたためであると考えられる。さらに、
一つの項目が数十冊となっている文書もあり、すでに大量の文書が戸長役場にあったことがわ
かる。
　次に、島内村戸長役場では明治12年（1879）に再び村吏が交代し、文書の引き継ぎが行われ
た。明治12年６月30日「事務受渡証」10）は、副戸長４名の交代に際して、役場内の書類と什器・
物品の引き継ぎを、戸長小原恪治に報告したものである。明治８年の引き継ぎ文書に、新たに
28項目が追加されている（末尾掲載の表２参照）。この文書は、いずれも明治８年以後の戸長
役場の事務の中で追加された文書である。特に、戸籍の管理については、送入籍に関してより
詳しい帳簿が追加されている。このように、明治８年から明治12年の引き継ぎ目録には、年代
を追うごとに島内村独自の判断で追加される文書が増加している。

（２）明治初年～明治12年引き継ぎ文書の残存状況
　明治８年～明治12年の引き継ぎ文書の中で、残存しているものは24項目ある（末尾掲載の表
３参照）。残存状況の特徴として以下の点があげられる。「４．兵事・徴兵に関すること」の文
書は、徴兵に関する帳簿が残されていた。これは、昭和20年（1945）まで役場の事務の中で兵
事に関する事務が継続して重要な位置づけであったためと考えられる。「５．土地の管理に関
すること」の文書は、「改正地引帳」をはじめ、多くの文書が残されている。しかし、島内村
役場文書だけでなく、当時副戸長を務めていた赤広家にあるものや、史料整理の過程で島内
地区近世文書に分類されてしまったものがある。「７．役場内の帳簿の管理、庶務」の文書は、
ほとんどの文書が残存している。中でも、島内村役場文書だけでなく、同一のものが赤広家に
ある場合があり、役場で作成された文書の他に、個人用として作成された副本が存在している
ことがわかった。「９．学校・就学に関すること」の文書は、「学校書類綴込」は残存していな
かったが、学校資金の出資名簿は赤広家に残されていた。

10）�島内村役場文書264。
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　一方で、全く文書が残存していない分類項目もあった。「２．地租や諸税の収納」「８．町村
の経費に関すること」「10．道路、堤防、橋梁の修繕に関すること」の文書は残存していない。
この３項目の文書は、金銭の出納帳簿が中心であったため、一定の時期に整理され、廃棄され
た可能性が高い。

（３）引き継ぎ文書以外の残存文書
　島内村役場文書には、明治初年～明治12年の年代が確定している文書が、引き継ぎ文書以外
に約180点存在する。これらの多くは、簿冊となっていない届出書類が中心である。しかし、
一部には明治７年「田畑屋敷地価等級書上帳」（合併前の旧村ごとまとめられている、計11
冊）11）や、同年に村ごと編纂された「風土記」12）のように内容がまとまっているものがある。
これらは、筑摩県へ提出されたものの写しである。こうした文書は、合併前の旧村で作成され
たものである。後に島内村戸長役場において収集され、内容を把握されていたものの、引き継
ぎ目録には記載されなかった。上記の引き継ぎ目録の内容は、筑摩県布達に順序し、県から通
達される業務内容に沿ったものとなっている。そのため、すでに業務として完結してしまった
文書や、県から指示されなかった業務に関する文書は、引き継ぎ文書にはあげられなかったこ
とがわかる。

３．戸長役場から村役場への引き継ぎと残存状況

（１）明治22年の文書引き継ぎ
　戸長役場は、明治22年（1889）の市制・町村制の施行により、村役場となった。その過程に
おける文書引き継ぎの様子がわかる文書が、明治22年「書類器具引渡目録」13）である。この
文書は、島内村戸長高山善十郎から島内村村長松尾重義へ、役場内の書類と什器・物品を引き
継いだ際の目録である。この間、島内村は筑摩県管下から長野県管下となっている。また、戸
長役場の業務内容も増加している。明治12年６月「戸長職務条例県達」14）と明治18年（1885）
３月「戸長役場事務条例県達」15）の中では、大別して16項目の業務があげられている。そのため、
戸長役場が保有していた文書量も格段に増加した。
　「書類器具引渡目録」には、約400種類の文書が書き上げられている。この中で、明治８年～
明治12年の引き継ぎ目録から継続して書かれている文書は、「御布告留」「差紙留」「山林原野
地価取調帳」「戸籍帳」「戸籍月括留帳」「送籍証綴込」「改正地引帳」「地籍取調帳」「荒地帳」「村
吏印鑑帳」「事務帳簿器械目録」「願伺届幷指令留」「事務日記」「廃寺取調書」「刑科人名簿」「盗

11）�島内村役場文書5825 ～ 5836。
12）�島内村役場文書46 ～ 53（「南中風土記」、「東方風土記」、「町風土記」、「高松風土記」、「北中村風土記」、

「青島風土記」、「小宮風土記」「犬飼新田風土記」）。
13）�島内村役場文書1824。
14）�『長野県史』近代史料編第二巻（三）市町村政（長野県史刊行会、1984年）162 ～ 166頁。この長

野県布達は、７月１日施行となっている。よって、明治12年６月30日の文書引き継ぎはこの布達
が適用されていない。

15）�長野県史前掲書、214 ～ 217頁。
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難届留」「村内賞罰留」「村内評議留」「村誌」「村誌追加」「開産社積穀帳」の23項目のみである。
また、明治12年の引き継ぎ目録には記載のなかった明治10年「旧松本藩へ調達金取調」や、明
治11年「孝子義僕褒賞取調書」がこの目録に書かれている。加えて、「検地帳　慶安４年～明
治４年」「御裁許御下入　寛文12年」などの近世の文書もあげられている。これは、明治20年
代に土地制度の見直しが行われ、江戸時代以前の文書が、証拠書類として使用されるようになっ
たためであると考える。一方で、明治12年までの引き継ぎ目録に記載があり、現在も残存して
いる「官林帳」や「囲穀帳」は、この目録に記載されなかった。
　この戸長役場から村役場への文書の引き継ぎについては、県からの指示が書かれた布達を発
見することができなかった。明治８年～明治12年の引き継ぎのように具体的な指示があったか
は不明である。実際に目録の書き方を見ると、業務の内容別に書かれた形跡はなく、あるもの
を端から取り上げ順に書いていったように読み取れる。当時の戸長役場では、その場に存在し、
業務の中で把握されていた文書を書き上げた可能性が高い。こうした作業の中で、以前の引き
継ぎ文書に書かれなかった文書が、この時点で初めて記載される例や、役場内に確かに存在し
ていた文書が記載されていない例が生じたと考えられる。このように、戸長役場から村役場へ
の引き継ぎ作業は、整然と進められたとは言い難い。

（２）明治22年引き継ぎ文書の残存状況
　明治22年引き継ぎ文書で残存を確認できたものは、67種類である（末尾掲載の表４参照）。
この表を見ると、残存している文書は特定の分野に集中していない。また、残存点数を見ると、

「楮税蜡税帳」のように、明治22年の目録と数が一致するものもあれば、「郡役所各課照会通達
留」のように全てそろっていないものもある。こうした文書は、一部が廃棄されているか、経
年劣化のため帳外れとなり、一紙ずつ保管されていると考えられる。
　土地や租税に関する文書には、江戸時代の「検地帳」や地所出入に関する文書も含まれてい
た。これらは現在「島内地区近世文書」となっている。平成２年の調査時点で支所・出張所に
保管されていた近世文書は、すべて明治20年代から役場の中で保管されてきたものであること
がわかった。
　一方、現在の島内村役場文書の中で、明治12年～明治22年までの年代が確定している文書で、
明治22年の引き継ぎ文書ではないものは、約600点ある。これは、村民からの届出書類や、役
場内の領収書が大半を占める。こうした文書は、目的をもって残されたとは言い難い。役場内
の文書整理において見落とされ、偶然残ってしまったものと考えられる。

おわりに

　今回の調査で判明したことと、今後の課題をまとめる。まず、明治８年から明治12年の戸長
役場の文書引き継ぎは、筑摩県布達によって引き継ぐべき文書が示され、そこに村独自の判断
で付け加えられた文書があることがわかった。しかし、現在の残存状況と比較すると、引き継
ぎ目録には実際に戸長役場にあった文書でも、完結した文書や、県へ提出した文書の写し、届
出書類などは記載対象となっていないことがわかった。
　次に、戸長役場は明治10年代後半～明治22年に戸長役場条例を受けて、業務が増大し、その
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保管する文書の種類も多くなっている。特に、明治22年の戸長役場から村役場への引き継ぎは、
整然と行われたとは言い難い。引き継ぎにあたっては、約400種類もの文書が書き上げられて
いるが、残存状況をみると、記載されていない文書も多数残存している。
　明治初年～明治20年代の文書の残存状況と、当時の役場文書の比較を試みたが、残存してい
るすべての文書を役場の業務の中に位置づけることはできなかった。これは、当時の文書引き
継ぎ過程が県からの布達を受け、文書の種類や内容を限定して行ったものであることや、戸長
役場の業務が増加するにつれ、それに伴う文書量が数年間に増大し、当初想定されなかった文
書が数多く作成管理されていたことを予測することができなかったためである。また、戸長役
場において、文書の廃棄が評価選別のような秩序に従って行われていなかったことも考慮しな
ければならなかった。今後の研究では、残存している文書を、必ずしも正当な理由で引き継が
れた文書と断定せずに分析する必要がある。
　今回の調査では、調査対象を「公文書」としている文書群に限定せず、分析することができ
た。文書館では、同じ支所・出張所に保管されていた文書を、年代によって「公文書」と「地
域文書」に分けて取り扱っているが、「地域文書」としている文書も、役場の業務内で収集さ
れたものであり、その点に配慮した情報を利用者に提供する必要がある。また、個人所蔵の文
書の中にも、戸長役場が作成した文書が含まれており、戸長・副戸長を務めていた家の調査で
は、その点に配慮した目録作成が求められる。

表１　明治８年島内村戸長役場の引き継ぎ文書

明治７年８月22日
「第110号　村吏事務受渡規則」

明治８年８月３日
「第33号筑摩県布達」

明治８年５月
「村吏交代引渡目録」
（右の数字は冊数）

明治８年６月23日
「事務受渡証」

（右の数字は冊数）

１．布告、布達の受理と周知
御布告留 御布告留 3 御布告留　明治６年～明治８年 6
差紙留 差紙留 1 差紙留　明治８年改 1
２．地租や諸税の収納
租税上納仕訳帳 租税上納仕訳帳 1 租税上納仕訳帳　明治７年改 1
一人別租税明細帳 一人別租税明細帳 一人別租税明細帳　１番～ 11番　

明治７年改
11

年々租税収納帳 年々租税収納帳 年々租税収納帳　第一番８　第二番
23　第三番19　明治４年～明治６年

49

年々上納割賦帳 年々上納割賦帳 年々上納割賦帳　１番～ 11番　明
治８年改

11

諸上納金米取調帳 諸上納金米取調帳 1 諸上納金米取調帳　明治８年改 1
金穀元払帳 金穀元払帳 1 金穀元払帳　明治８年改 1
内見帳控 内見帳扣 1 内見帳扣　明治８年改 1
石代相場書 石代相場書 1 石代相場書　明治８年改 1
新開鍬下年季帳 新開鍬下年季帳 1 新開鍬下年季帳　明治８年改 1

年々雑税収納帳　明治６年～明治７
年

12

野山手税取調簿　明治８年改 1
斗代定免取調簿　明治８年改 1
年賦金返上御通　明治６年御下渡 2
甲戌起返本免入取下調帳　明治７年
改　１～９

9

３．戸籍を管理すること
戸籍帳 戸籍帳 4 戸籍帳　明治５年改 4
戸籍月括届留 戸籍月括届 1 戸籍月括留扣　明治８年改 1
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五人組名面帳　明治８年改 1
戸籍幷寄留職分総計
明治５年～明治７年

9

寄留逗留証綴込　明治８年改 1
送入籍証綴込　明治８年改 1

４．兵事、徴兵に関すること
徴兵取調帳 徴兵取調帳 3 徴兵取調帳

明治８年改
1

成丁簿扣
明治８年改

1

５．土地の管理に関すること
地券一筆限帳 地券一筆限帳　１号～ 25号 田畑一筆限地引帳　明治５年改　第

一番１～ 17
17

田畑林其外一筆限地引帳　明治６年
改　第二番１～ 26

26

地引帳控 地引帳扣　１号～ 26号 改正地引帳扣　明治７年改　第三番
１～ 25

25

地引絵図 地引絵図　１号～ 11号 地引絵図　明治６年改 11
公有地反別帳 官有地反別帳 1 官有地反別帳　明治８年改 1
一人別持地反別帳 一人別持地反別帳

１号～ 15号
一人別持地反別帳　１番～ 15番　
明治８年改

15

官林留 官林帳 1 官林帳　明治８年改 1
地籍取調帳 1 地籍帳扣　明治８年改 1

荒地帳　明治３年御下渡 11
高反別帳　明治８年改 1

６．天災に関する救助のこと
囲穀帳 囲穀帳 1 囲穀帳　明治８年改 1

非常備人足名面帳　明治８年改 1
７．役場内の帳簿の管理、庶務
村吏印鑑帳 村吏印鑑帳 1 村吏印鑑帳　明治８年改 1
村吏交代引渡目録綴込 事務帳簿幷器械目録永年記

明治８年改
1

村内職員名面帳 村内職員名面帳 1 村内職員名面帳　明治８年改 1
村吏交代演説書綴込 村吏交代演舌書 1 村吏交代演舌書　明治８年改 1
願伺届幷指令留 願伺幷指令留 1 願伺届幷指令留　明治８年改 1
事務日記 事務日記 1 事務日記　明治８年改 1
村内賞罰留 村内賞罰留 1 村内賞罰留　明治７年改 1
村内評議留 村内評議留 1 村内評議留　明治８年改 1
村鑑 村鑑 11 村鑑　明治６年改 11
牛馬取調帳 牛馬取調帳 1 牛馬取調帳　明治８年改 1

物産取調書上帳扣 1 物産取調書上帳扣　明治８年改 1
合併村御書下　明治７年御下渡 1
合併村願書扣幷絵図　明治７年改 1

８．町村の経費に関すること
諸費受取証綴込 諸費受取証綴込 1
村費明細帳綴込 村費明細表綴込 1 村費明細表綴込　明治８年改 1
村費元払帳 村費元払帳 1 村費元払帳　明治８年改 1
９．学校、就学に関すること
学校書類綴込 学校書類綴込 1 学校書類綴込　明治８年 1

開智学校元資金名面帳　明治８年改 1
村内学校元資金名面帳　明治７年改 4

10．道路、堤防、橋梁の修繕に関すること
堤防修繕帳
用水堰修繕費割合帳 用水堰修繕費割合帳 1 用水堰修繕費割合帳　明治８年改 1
川々道路橋梁修築経費諸払帳 川々道路橋梁修築経費諸払帳 1 川々道路橋梁修築諸払帳　明治８年

改
1

橋銭受払帳 橋銭受払帳 1 橋銭受払帳　明治８年改 1
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用水諸堰井掛反別記入絵図　明治７
年改

1

樋橋ヶ所付帳　明治８年改 1
堤防積金規定　明治８年改 2

11．村内警備、衛生に関すること
変死人名簿 変死人名簿 1 変死人名簿　明治８年改 1
刑科人名簿 刑科人別簿 1 刑科人名簿　明治７年改 1
囚獄人名簿 囚獄人名簿 1 囚獄人名簿　明治７年改 1
月々懲役人名簿 月々懲役人名簿 1 月々懲役人名簿　明治７年改 1
盗難届簿 盗難届簿 1 盗難届　明治８年改 1
捕丁人名及ヒ給料定額帳 捕丁人名及給料定額帳 1 捕丁人名及給料定額帳　明治８年改 1
捕丁費額賦課支散簿 捕丁費額賦課支散簿 1 捕丁費額賦課支散簿　明治８年改 1
逃亡人名簿 逃亡人名簿 1 逃亡人名簿　明治８年改 1
12．寺社に関すること
氏神祭書類綴込 氏神祭書類綴込 1 氏神祭書類綴込　明治８年改 1
社寺半租明細帳 社寺半租明細帳 1 社寺半租明細帳　明治８年改 1

社寺境内絵図　明治７年改 21
廃寺院取調簿　明治７年改 3

Ａ．県の布達には該当する内容がなかったもの
戊辰旧藩へ上達金取調帳 1 戊辰旧藩へ上達金取調帳　明治７年

改
1

病院元資金加入名面帳　明治８年改 1
開産社積穀帳 1 開産社積穀帳　明治８年改 1

Ｂ．県の布達にはあったが引き継ぎ目録にはなかったもの
検地帳 ＊この時点での島内村戸長役場では検地帳を収集していなかったと考えられる。
貫属禄高帳 ＊島内村地内には貫属や鉱山はなかったため、作成されなかったと考えられる。
鉱山ヶ所付帳
＊明治８年８月３日「第33号筑摩県布達」で新たに追加された文書名はゴシック体で記した。

表２　明治12年６月30日「事務受渡証」で追加された引き継ぎ文書　（右の数字は冊数）

１．布告、布達の受理と周知 ４．兵事、徴兵に関すること ８．町村の経費に関すること
諸回状書留 5 国民軍人名簿 6 宿村送諸費繰替帳 1
官省県諸布令綴込 30 徴兵人名簿 4 経費割賦帳 16
２．地租や諸税の収納 ５．土地の管理に関すること 民費割賦取立帳 16
貢租割賦取立帳 23 地引帳幷追加共 11 金銭判取帳 3
国県税上納留 2 名寄帳 15 11．村内警備、衛生に関すること
山林原野地価帳 1 反別地価総括帳 1 警吏巡回簿 1
３．戸籍を管理すること 地所質入書入奥印帳 8 12．寺社に関すること
出生死亡出入寄留届幷隠居家督届合
冊 1 建物質入書入奥印帳 1 神社調簿 2

脱籍者取調帳 1 一村全図幷切図 14
入寄留証綴込　
明治５年～明治12年 1 ７．役場内の帳簿の管理、庶務

出寄留扣綴込　
明治５年～明治12年 1 印鑑帳 1

入籍証綴込　
明治５年～明治12年 1 村誌 1

送籍扣綴込　
明治５年～明治12年 1 村誌追加 1
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表３　明治８年～明治12年戸長役場引継ぎ文書の中で現存しているもの

１．布告、布達の受理と周知 ７．役場内の帳簿の管理、庶務 ９．学校、就学に関すること

明治７年11月「御布告留」（43） （明治）「印鑑簿」（1684）
「病院元資金加入名面帳」
「開智学校元資金名面帳」
（赤広亮一家文書27，28）

４．兵事、徴兵に関すること 明治８年「村吏印鑑帳」（103）
赤広亮一家文書37

「村内学校元資金名面帳」
（赤広亮一家文書34，35）

明治６年「国民成丁簿」（26）
明治７年「成丁簿調」（39）

（明治）
「事務帳簿幷器械目録永年記」
（1823）

11．村内警備、衛生に関すること

明治７年「徴兵取調帳」（38） 明治８年「村吏交代引渡目録」
（104、赤広亮一家文書31）

明治８年、明治10年「盗難届簿」
（99，192）

５．土地の管理に関すること 明治８年「事務受渡証」
（100、赤広亮一家文書36） 明治８年「捕丁人名及給料定額帳」（90）

明治８年「改正地引帳」
（64、65－1、65－2、8093－2）
明治９年「改正地引帳」
（122 ～ 127、8093－1）

明治12年「事務受渡証」（264） 12．寺社に関すること
明治７年「諸願書幷御指令留」（45）
明治９年～明治10年
「願伺届幷指令留」
（142，144，197，198，5876）

明治８年「氏神祭書類綴込」（87）

「一人別持地反別帳」
（赤広亮一家文書18） 明治８年「事務日譜」（5840） 明治６年「廃寺取調」（29）

明治８年「官林帳」（5839） 明治７年「合併被仰渡御書下」（40） Ａ．県の布達に項目がなかったもの

明治８年「地籍取調帳」（63） 「村内職員名面帳」
（赤広亮一家文書６）

（明治）
「戊辰旧藩エ上達金取調簿」
（1803）

明治３年「青島村／高松村／小宮村荒
地改帳」（６～８）
（島内地区近世文書105，106，107，
108）

明治８年「村吏交代演舌書綴込」（102）明治９年「開産社積穀代金取立帳」（132）

６．天災に関する救助のこと ＊（　）内のアラビア数字は島内村役場文書の文書番号、数字の前に文書群名が
書かれている場合はそれに従った。明治８年「囲穀帳」（95）



国文学研究資料館紀要　アーカイブズ研究篇　第14号（通巻第49号）

―　　―100

表４　明治22年引き継ぎ文書で現存しているもの

引き継ぎ文書 冊数 残存状況 引き継ぎ文書 冊数 残存状況
郡役所各課照会通達留
明治18年～明治22年

5 明治19年１月「郡役所各掛照
合通達留」（592）
明治22年１月「郡役所各課照
会通達留」（821）

印鑑簿 3 （明治）「印鑑簿」（1684）

旧松本藩調達金取調帳 2 明治10年「旧松本藩へ調達金
取調」（186）

道路堤塘河川溝梁地訳
取調帳

16 明治19年「道路堤塘川溝梁池
訳取調帳」
（600、1793 ～ 1795）

山林原野地価取調帳
明治９年分

1 明治９年２月「山林原野等級
地価下調帳　島内村」（5873）

願伺届指令留 28 明治18年「願伺届幷指令留」
（526）
明治20年～明治21年「願伺届
幷指令留」（645、706）

巳租税割付御免定 2
（袋）

明治２年「巳年免相定之事　
３件」（2）

願伺指令留 24 明治17年～明治18年「願伺指
令留」（440、527）

諸上納金領収証綴込 1 明治18年「諸上納領収証入」
（470）
明治19年「諸上納金領収証」
（557）

証券印紙貼用帳簿書類
綴込

1 明治22年「証券印貼用帳簿調
製書類入」（811）

楮税蜡税帳 1 （明治）「楮税蜡税帳」（1735）村費決算帳 1 明治18年「村費決算帳」（539）
壱人別代価帳 2 （明治）「一人別代価帳　小

宮　高松　入作」（1719）
諸領収証綴込 1

（袋）
明治７年～明治13年「雑領収
証綴込」（5837）

徴兵関係書類留 6 明治12年「徴兵関係書類留」
（245）
明治16年「徴兵書類」（383）
明治17年「徴兵関係書類留」
（430）
明治19年「徴兵関係書類留」
（581）
明治21年「徴兵関係書類留」
（716）

諸上納金領収証綴込 島内地区近世文書132

会計用書類 （明治）「会計整理書類」（1810）

村費民費取立帳　明治
７年～明治17年

105 赤広亮一家文書12、13、16

民費調帳 2 明治14年「民費取調表」（307）
　

徴兵令調 1 明治７年「徴兵令調」（37） 南第十大区一小区民費
取調書　
明治８年～明治11年

4 明治11年「南第十大区一小区
民費取調」（217）

充員名簿 1 （明治）「充員名簿」（1762） 金銭判取帳　
明治９年１月～明治18
年６月

4 明治８年～明治10年、明治15
年「金銭判取帳」（93、149、
188、352）

兵役優待醵金収納原簿 1 明治21年「国民兵役優待醵金
収納簿」（715）

村会書類 6 明治18年「村会書類」（508）

土地台帳 34 ＊旧土地台帳として保管あり 戸長役場職員勤惰表綴
込　
明治18年～明治20年

1 明治19年「役場職員勤惰調書」
（607－2）

島内村地籍取調帳 1 明治８年「地籍取調帳」（63）諸証書類 3
（袋）

明治10年「諸証書類」（187）

地所所有者異動報告書
綴込

明治22年「地所所有者異動報
告書綴込」（753）

廃寺取調書 1 明治６年「廃寺取調」（29）

地所売買御指令書類 21
（袋）

明治８年より「地所売買御指
令書入」（5858 ～ 5867）

神社明細帳 2 （明治）「神社明細帳」（1807）

検地帳　慶安４年～明
治４年

136 明治4年「小宮村検地帳」（14）
＊島内地区近世文書に明暦２
年～元治元年の検地帳が98冊
ある

社寺ニ関スル書類留　
明治10年～明治21年

1 明治10年～明治21年「社寺関
係書類」（199）

地順帳 明治21年「地順帳」（695） 氏子連名簿 5 明治15年「氏子連名簿」（3335
～ 3339）

開墾願書類 1 明治21年～明治22年「開墾願
書」（686）

村地境内図面綴込 1 （明治）「各社境内図」（1718）

渡場原反別調書類入 2
（袋）

島内地区近世文書133 除地及官地取調書綴込
　明治９年～明治18年

1 明治９年～明治18年「除地・
官地取調」（112）

建物異動調表 2
（袋）

明治18年「建物異動調書類」
（466）
明治20年「建物異動調書類入」
（625）

村地情況明細帳 11 明治７年「村地情況明細表」
（44）
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引き継ぎ文書 冊数 残存状況 引き継ぎ文書 冊数 残存状況
戸別等級表 1 （明治）「（戸別等級調）」（1692）村内概況取調書 1 明治12年「村内概況取調書」

（250）
渡場原出入諸書付書類 1

（袋）
島内地区近世文書115 ～ 120 財産原簿　

明治10年～明治21年
4 明治18年「財産原簿」（537）
明治20年「財産原簿」
（654－2）

御裁許御下入　寛文12
年

1
（袋）

島内地区近世文書111、112
＊関連の入会地に関する文書
が、島内地区近世文書113、
114、121 ～ 125、128、130に
ある

統計材料取調書綴込 3 明治18年、明治19年「統計材
料取調書」（497、573）

高松村外七ヶ村入会原
分地議定書　文政2年

1 水防人足幷入費帳 1 明治８年「水防入費取調帳」
（5845）

医師死亡届綴込　
明治19年～明治21年

1 明治20年～明治21年「医師死
亡届綴込」（615）

開産社積穀取立帳　明
治10年分

7 明治９年「開産社積穀代金取
立帳」（132）

埋火葬証扣割印簿　
明治15年～明治19年

3 明治15年「埋火葬証割印簿」
（317）

農商工事様式綴込 1 明治17年「農商工事項様式」
（425）

埋火葬認許証扣綴込　
明治20年～明治22年

1 明治18年～明治20年「埋葬認
許証」（462、546、547、616）

農商工事通信書 1 （明治）「農商工事通信諸表」
（1749）

備荒儲籾積替書類入 1
（袋）

明治19年「備荒儲蓄籾積替書
類入」（588）

持馬取調書　明治７年
調製

2 明治７年「持馬取調帳」（42）

孝子義僕褒賞取調書 1 明治11年「孝子義僕褒賞取調
書」（219）

牛馬籍 2 明治19年「牛馬籍」（575）

学事関係書類綴込 2 明治18年「学事関係書類」
（493）
明治21年「学事ニ係ル諸書類
入」（701）

牛馬送入籍証綴込 1 明治18年「牛馬送入籍証書」
（541）

学区会書類 1 明治18年「学区会諸書類入」
（519）

牛馬籍ニ関スル届書綴
込

1 明治22年「牛馬送入籍書類売
買届」（810）

学校事務日記 1 明治８年「学校事務日記」（80）収穫調物産表及畜馬表
綴込

明治10年「収穫調・物産表・
畜馬表」（181）

＊（　）内のアラビア数字は島内村役場文書の文書番号、数字の前に文書群名が書かれている場合はそれに従った。




